
一 般 質 問市政について問う！

問
新
中
間
処
理
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
過
去

に
締
結
し
た
覚
書
等
を
踏
ま
え
た
本
市
の
認
識

は
。答

市
長
／
新
中
間
処
理
施
設
の
整
備
に
当
た

り
、
本
市
と
清
水
町
は
、
施
設
の
必
要
性
や
安

全
性
、
昭
和
四
十
九
年
に
清
水
町
外
原
区
長
と

締
結
し
た
覚
書
等
に
係
る
用
地
選
定
の
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
、
施
設
周
辺
の
清
水
町
民
に
対
し
、

意
見
交
換
会
や
説
明
会
を
通
じ
て
、
丁
寧
に
説

明
を
行
っ
て
き
た
。
こ
の
結
果
、
平
成
二
十
五

年
九
月
に
は
清
水
町
区
長
会
の
要
望
を
受
け
清

水
町
長
か
ら
、
ま
た
、
令
和
二
年
一
月
に
は
清

水
町
長
か
ら
、
新
施
設
の
早
期
建
設
の
要
望
書

が
本
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
、

本
市
も
そ
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
着
実
な
事

業
の
推
進
に
努
め
て
い
る
。
ご
み
処
理
施
設
は

市
民
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大
変
重
要

な
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の
供
用
開
始

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
に
よ
る

効
果
と
今
後
の
取
組
は
。

答
教
育
長
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、

校
長
が
策
定
す
る
学
校
運
営
に
関
す
る
基
本
方

針
を
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
代
表
等
が
委
員

を
務
め
る
学
校
運
営
協
議
会
に
諮
り
、
委
員
が

合
議
に
よ
り
承
認
す
る
な
ど
、
学
校
と
地
域
住

民
等
が
力
を
合
わ
せ
て
学
校
運
営
に
取
り
組
む
、

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
へ
の
転
換
を
図
る
た

問
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

①
市
民
と
協
働
で
行
う
考
え
は
。
②
市
民
に
分

か
り
や
す
い
設
計
図
を
示
す
考
え
は
。

答
市
長
／
①
中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
に

当
た
っ
て
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
市
民
が
関

心
を
持
ち
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
に
つ
い
て
、
官
民
が
共
通
認
識
を
持

ち
、
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
②
令
和
二
年
三
月

に
ま
ち
づ
く
り
の
設
計
図
と
も
い
え
る
中
心
市

街
地
ま
ち
づ
く
り
戦
略
を
策
定
し
て
お
り
、
策

定
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
戦
略
会
議
を

公
開
で
実
施
し
た
ほ
か
、
会
議
で
議
論
さ
れ
た

ヒ
ト
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
広
報
ぬ
ま
づ
で
特

集
す
る
な
ど
、
多
く
の
市
民
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
効
果
的
な
周
知
を
図
っ
て
き

た
。
ま
た
、

本
戦
略
策
定

後
は
、
ま
ち

な
か
デ
ザ
イ

ン
会
議
な
ど

に
お
い
て
、

先
進
事
例
の

紹
介
な
ど
を

通
じ
、
市
民

に
対
し
ま
ち

づ
く
り
へ
の

未 来 の 風

新
中
間
処
理
施
設
の
建
設
に
対
す
る
認
識
は

江
本
　
浩
二

日 本 共 産 党
沼 津 市 議 団

中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
の

設
計
図
を
示
す
考
え
は

川
口
　
三
男

め
の
有
効
な
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
学

校
運
営
に
保
護
者
や
地
域
住
民
等
が
当
事
者
と

し
て
参
画
す
る
こ
と
と
な
り
、
学
校
行
事
や
地

域
学
習
な
ど
の
組
織
的
な
連
携
・
協
働
活
動
が

実
現
す
る
と
と
も
に
、
教
職
員
の
異
動
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
な
く
、
継
続
的
な
学
校
運
営
が

可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
市
内
全
域
に
拡
大
し
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、

教
育
目
標
や
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
な
が
ら
、

小
中
学
校
で
一
貫
し
た
学
校
運
営
に
参
画
す
る
、

地
域
総
が
か
り
で
取
り
組
む
教
育
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

理
解
の
促
進
と
参
画
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
き

た
。
今
後
も
市
民
と
の
対
話
に
お
い
て
中
心
市

街
地
の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来
像
を
示
し
つ
つ
、

社
会
実
験
の
実
施
に
よ
り
、
そ
の
効
果
と
課
題

を
検
証
し
な
が
ら
、
ヒ
ト
中
心
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
完
成
時
期

に
お
け
る
人
口
見
込
み
は
。

答
市
長
／
本
市
の
人
口
の
将
来
展
望
は
、
沼

津
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
い
て
五
年
ご
と
に
設
定
し
て
い
る
。
沼

津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
が
、
令
和
二
十
五
年

に
完
成
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
直
後
の
令
和

二
十
七
年
の
本
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
人
口
の
将

来
展
望
は
、
総
人
口
は
十
五
万
九
千
八
百
九
十

五
人
、
年
少
人
口
は
二
万
二
千
七
百
三
人
、
生

産
年
齢
人
口
は
七
万
八
千
四
十
六
人
、
老
年
人

口
は
五
万
九
千
百
四
十
六
人
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
今
後
の
税
収
確
保
に
対
す
る
考
え
は
。

答
市
長
／
市
税
収
入
は
、
税
制
改
正
や
景
気

の
動
向
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
動
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
や
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
は
、
人
口
増

加
や
定
住
人
口
の
確
保
に
つ
な
が
り
、
市
税
収

入
の
増
加
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
様
々
な
施
策
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
税
収
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

▲昭和 51 年に建築された現在の清掃プラント（ごみ焼却施設）

▲整備後の沼津駅南口駅前広場のイメージ図
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